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社会的要求に応じることができ
る優れたコミュニケーション力
を身につけ、特別な配慮を有す
る対象者にも対応できる。

科学的探究心を持ち、高度で多
元的な研究活動を実践できる力
を身につけ、口腔保健学の発展
に貢献できる。
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区分 学期
ナンバ
リング

科目名 形態 単位 修了

社会における歯
科衛生士の役割
と責任を自覚
し、向上心を
持って能動的に
行動できる。

計画的かつオン
デマンドな口腔
保健活動が実践
できる。

どのような状況下でも誰とでも
コミュニケーションがとれ、ひ
との立場に立って考えることが
できる。

チーム医療の一
員として専門的
役割を担うとと
もに、リーダー
シップを発揮す
ることができ
る。

指導者としての
自覚を持ち次世
代の歯科衛生士
を教育・指導す
ることができ
る。

常に科学的探究心を持ち、新た
な課題とその対応法を見出すこ
とができる。

春学期 S4-201 先進基礎歯科医学特論 講義 2 必 ○ ○

春学期 S4-202 先進基礎歯科医学演習 演習 2 必 ○ ○

秋学期 S4-203 先進基礎歯科医学セミナー 演習 2 必 ○ ○

春学期 S4-204 先進臨床歯科医学特論 講義 2 必 ○ ○

春学期 S4-205 先進臨床歯科医学演習 演習 2 必 ○ ○

秋学期 S4-206 先進臨床歯科医学セミナー 演習 2 必 ○ ○

秋学期 S4-301 先進歯科衛生学特論・演習・セミナーA 演習 6 必 ○ ○ ○

秋学期 S4-302 先進歯科衛生学特論・演習・セミナーB 演習 6 必 ○ ○ ○

秋学期 S4-401 学際融合歯科衛生学 講義 2 必 ○ ○

春～秋 S4-402 専攻特別研究 演習 6 必 ○ ○

3

2025年度入学生　専攻科　口腔保健学専攻
カリキュラムマップ

専
門
教
育
科
目

建学の精神を基に、医療人として
の高い使命感と倫理観を有し、口
腔保健学の高度な知識と技能を歯
科臨床の場で実践できる。

歯科衛生士の指導者としての自覚
を持ち次世代の歯科衛生士を教
育・指導することができる。

学　習　成　果
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